
福山市環境審議会 議事概要 

 

１ 日 時 

 ２０１６年（平成２８年）５月２４日（火）１０:００～１２:００ 

 

２ 場 所  

まなびの館 ローズコム 中会議室 

 

３ 出席委員 

西嶋会長，中村喜久江副会長，赤木委員，岡委員，川上委員， 委員，瀬良委員，

高木委員，堤委員，中村幸司委員，原田委員，平田委員，藤原委員 

 

４ 議 事 

（１）会長，副会長の選任について 

（２）議題 

  ①瀬戸内共同火力株式会社 福山共同発電所の環境影響評価について 

  ②その他 

 

５ 議事要旨 

 ○事務局より，定足数を満たしていることが確認された。 

○事務局より，会議は公開で行われ，傍聴人が３人であることが報告された。 

○委員の互選により，会長として西嶋委員が，副会長として中村喜久江委員が選任さ

れた。 

○事務局より，瀬戸内共同火力株式会社福山共同発電所の環境影響評価について説明

されるとともに，「福山共同発電所更新計画に係る環境影響評価方法書に対する市

長意見（案）」の説明がされ，概ね了承された。 

○事務局より，２０１５年度（平成２７年度）に策定した市の計画の内容が報告され

た。 

 

（意見の概要） 

環境影響評価の項目並びに調査，予測及び評価の手法について 

○福山市における光化学オキシダントの状況はどうなっているのか。 

⇒福山地区においては，２，３年前から光化学オキシダント情報が年間数回発生してい

る状況であり，光化学オキシダントの環境基準は適合していない。そういったことも

含めて，この度の事業では，光化学オキシダント等についても十分予測をするよう指

導して行きたい。 



○大気質の予測方法，手法について，より正確なモデルで行うよう進言してはどうか。 

 また，調査地点の数を増やすよう進言してはどうか。 

⇒市長意見の中に盛り込めるか，検討していく。 

 

○低周波について，調査地点を増やすよう進言してはどうか。 

⇒より適切に調査・予測・評価を行うよう，市長意見に盛り込みたい。 

 

○同じ方式で動いている新1号機の現実のデータを取り込んだアセスメントにしていた

だきたいと思う。 

 

市長意見（案）について 

○大気環境，低周波，騒音振動について調査地点を増やすこと等については具体的に文

言を入れてはどうか。 

⇒ご意見として承る。 

 

○事業計画や工事計画の具体化に当たっては，環境保全に関する最新の知見を踏まえ，

可能な限り最良の技術の導入などの検討を行うこととしているが，評価方法に関して

も，「最新の」という表現を入れて，具体的な指導として，もっと良いものがあるの

であればそれを使うことも検討していただくようにしてはどうか。 

⇒そのように検討する。 

 

 

以上 

 


